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商工会は経営支援を通じて
事業者の未来に貢献する

「商工会は 行きます 聞きます 提案します」

2 あなたの事業承継をサポート

3「進取の気性」を経営に活かす

4 未来を応援 / 確定申告

https://www.gifushoko.or.jp/
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▲Instagram

▲店舗外観

▲席同士の間隔を広めにとり過ごしやすさ
にこだわっています

▲オリジナルデザインのネオン

▲店舗外観

▲こだわりのお肉とトロトロ
卵のハンバーグ

▲バリエーション豊かな
　クリームソーダ



2

2024年 2月 第724号

商工会との連携による事業承継支援事例
郡上市で「ペンション四季彩」を経営する吉田茂さんは、息子の寛さんへ事業承継する際に郡上市商工会へ相談。

郡上市商工会は岐阜県事業承継・引継ぎ支援センターと連携して事業承継支援を行い、税理士や中小企業診断士の
派遣によって課題やその解決方法を明確にし、事業承継に向けて一歩ずつ進んでいきました。

事業承継が完了するまでには、様々な課題を解決する必要があり、想定以上に期間が
必要となる場合がありますので、お近くの商工会や岐阜県事業承継・引継ぎ支援センター
にお早目にご相談ください。

ペンション四季彩
 〒501-4304 郡上市明宝奥住3447–14
 0575-87-2980
 http://www.pensionshikisai.com/
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前回は、問題の原因や源泉が自分にあると考
え、自分自身の内面や言動を変えることで、現
状を改善していく「インサイド・アウト」の考
え方についてお話しました。言わば、マインド
の話でしたが、今回は、小規模事業者持続化補
助金など補助金申請の場面で役立つ論理的思考
を活用した３つのスキル（ポイント）について説
明します。

１つ目のスキルは、マジックナンバー「３」
を意識することです。人間が一度に把握できる
情報は、諸説ありますが３～５個という説が有
力です。その中でも、私がおススメしたいの
は、最もシンプルな「３」です。３はマジック
ナンバーとも言われており、覚えやすく語感も
良いので日常でも多く使われています。例え
ば、「金銀銅」や「松竹梅」、「〇×△」、「上位
グレード、中位グレード、下位グレード（車な
ど）」、「Ｑ（品質）Ｃ（原価）Ｄ（納期）」など、例
を挙げればきりがありません。これを、補助金
申請の資料などにも応用することで一気にわか
りやすく説得力のある資料が作成できます。

例えば、小規模事業者持続化補助金であれ
は、経営計画の『１．企業概要』に書くべき内
容は（１）自社の事業内容、（２）売上高等の状
況、（３）経営上の課題、の３つでまとめること
ができます。また、（１）自社の事業内容は、①
経営理念と沿革（歴史）、②事業の具体的な内
容、③取扱い商品・サービス、
などとまとめればいいのです。
また、『３．自社や自社の提供
する商品・サービスの強み』で
あれば、強みを３つ書くことで
整理できます。

２つ目のスキルは、ＭＥＣＥ
（ミーシー）を意識することで
す。ＭＥＣＥは、単語の頭文
字をとった造語で、簡単に言

うとモレなく、ダブりがないということです。
強みを３つ書く場合は、この３つだとモレなく
書けているな、と思えることと、同じような強
みを書くのでなく、それぞれがダブっていない
ことを意識することが重要です。ただし、この
ＭＥＣＥに完璧はないので、あくまでも「モレ
なく、ダブりない」であろうという「ＭＥＣＥ
感」を意識する程度でよいでしょう。例えば、
小売業であれば「人」、「商品」、「立地」という
切り口で３つの強みを整理することができるか
もしれません。製造業であれば「人」、「設備」、
「ノウハウ」でも良いでしょう。

３つ目のスキルは、図や写真をふんだんに使
うことです。コミュニケーションにおいて相手
に伝わるのは「非言語」の要素、つまり視覚情
報がもたらす影響が大きい、という話を聞いた
ことがある人は多いのではないでしょうか。一
説によると、人が得ている情報の６割程度は
ヴィジュアルから入ってくるものだそうです。
そこで、お勧めなのは、文章を少なめにして、
その文章の説明や補足は図やグラフ、写真で行
うことです。

以上の３つのスキル（ポイント）を意識するこ
とで、格段にシンプルで伝わりやすい資料が作
成できるようになります。今年の新たなチャレ
ンジとして補助金を申請される方はぜひ参考に
してください。

第8回
論理的思考のスキルで
補助金申請をスマートに

オフィス・インサイドアウト
中小企業診断士　水 野 輝 彦

「進取の気性」を
経営に活かす
水野先生には、全10回シリーズで会員事業
者様のための経営に役立つ情報をトピック
スとして、連載していただきます。
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この商工ニュースは県の補助金を受けています。 岐阜市薮田南5丁目14の53 OKBふれあい会館9F
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■ 事業所の概要
木曽川染絨株式会社は、岐阜県羽島郡笠松町田代に

所在する企業で、生地の染色整理加工を生業としてい
ます。全ての技術と創造力を結集し、少数精鋭であり
ながらもお客様に満足して頂ける物作りに挑戦してい
ます。

同社は1950年に設立され、現
在の代表取締役社長は安藤 篤
史氏が務めています。そして、
創業以来、企業活動を通して新
たな価値を生み、日々の暮らし
を豊かにするため歩んできま
した。これからも「笑顔のある
暮らしのために」お客様や従業
員、関わる皆様すべてに感動を
与え続けていきたいと社長は
述べています。

■ 技術力を強みに独自商品開発
環境や人々の幸せに向けて必要なことを考え、柔軟

に革新し、時代が求める豊かで快適な社会づくりに貢
献されており、その一環として、オーガニックコット
ンやリサイクル糸を軸にした商品を提供しています。

現在は染工場の技術力を強みに自社ブランドを立ち
上げ、一般消費者市場の開拓に力を入れて、下請け仕
事に依存する体質から脱却し、加工賃以外の収益確保
を目指します。

木曽川染絨株式会社の自社ブランド「KISO TEXTILE」
は、サスティナブルなテキスタイルブランドとして立
ち上げられました。このブランドは、オーガニックコッ
トンやリサイクル糸を中心に、様々な商品を提供して

います。その中には、草木染め
商品ブランド「kiso natural dye」
が含まれており、2021年9月に
誕生しました。

具体的な商品としては、オー
ガニックコットンや裏起毛を
使用した「ナッピング裏毛フー
ド付きコーディガン」や、洗え
る柔らかマシュマロ素材の草
木染めの「七分袖Uネックイン
ナー」、「タートルネックイン

ナー」などがあります。
「KISO TEXTILE」の商品は、同社のオンラインショッ

プで購入することができ、また、クラウドファンディ
ングサイト「マクアケ」でも商品を公開されました。

■ さらなる販路開拓の支援
今年度、さらなる販路拡大と自社ＰＲを目的に「メッ

セナゴヤ2023」に笠松町商工会枠で出展。今まで、デ
パート等などの出展は経験しているものの、他業種が
集うビジネス展示会には初めての経験でした。そこで、
商工会にて個別の専門家相談を実施し、効果的な展示
方法やブースオペレーションなど、展示会出展でのポ
イントなどの指導を受けました。

メッセナゴヤでは、来場者に製品・サービスを直接
PRすることで新規顧客の獲得に繋がる可能性や異業
種の出展者同士の交流により、同社製品とのタイアッ
プ商品の可能性を見出すことができました。さらに集
客サポートによる高校生の訪問は、同社にとって新た
な雇用の人材を発掘する場となりました。

これらの支援で、新たなビジネスチャンスを創出し、
販路開拓を進めることができ、自社の製品やサービス
を効果的にPRし、新たな顧客を獲得するための機会を
提供していただけました。

■ 今後への思い
木曽川染絨株式会社は、創業以来、企業活動を通じ

て新たな価値を生み出し、日々の暮らしを豊かにする
ために歩んできました。そして、「笑顔のある暮らしの
ために」お客様や従業員、関わるすべての人々に感動
を与え続けることを目指しています。その一環として、
このブランドは、地域と共に生き、自然環境と共に生
きる幸せを見つめ、未来に笑顔をつなげていくことを
約束しています。 （笠松町商工会）

自社ブランド商品

安藤篤史社長

メッセナゴヤでの出展 オンラインでの
個社支援風景

未来を応援

木曽川染絨株式会社
下請け依存脱却へ！
自社ブランド設立

木曽川染絨株式会社
 羽島郡笠松町田代185
 058-388-0361
 8時～17時
 a.ando@kiso-textile.co.jp ▲オンラインショップ


